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中
小
資
本
と
の
關
係
に
お
い
て
も
獨
占
段
^
以
前
の
明
治
拟
に
お
い
て
す
ら
歐
米
の
古
典

^

な

• 

商
出
競̂

時
代
と
い
ぅ
も
の
は
み
ら
れ
な
か
つ
■

た
し
、
今.
日
益
、々'
樂
等
な
競
爭
と
レ
ぅ̂

の
は
.
.み
ら
れ
な
V

歐
米
に
.

お
I

V

て
%

今
F
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%

ゆ
著
：
4

ぺ
階
層
时
斷1-
'

を
も
_

つ.
も
0-
,

と
な
り
、
中
小
資
本
は
卒
均
利
潤
も
#

ち
れ
な
：い
と
い
ぅ
メ'̂.
〒
ズ
ネ
に
な
カ
て
き
て
い
る.こ
.

と

. 

• 

V

が「

.

前

述

.の

ょ
5

に
中
小
企
業
問
題
を
や
か
ま
し
く
叫
ば
せ
る
，に
至

.

つ
.

て

い

.
る
0

で
.

あ
る
が
、
わ
が
.國
に
お
い
て
は
か
か
る
階
層
的
斷
f.
:

'

は
.歷
臾
的
、
權
造
的
に
明
治
以
來
み
ら
れ
る
と

^
方
で

&
り
、
''
'純
經
濟
的

;©
.
.み
な

.̂
ず
^
^
外

.
'

.•
か
か
か
封
敷
遺
制
、.：：前
期

g
M:
關
睬
を
支
え
て
來
た
も

0
:は
'»
對
虫
義
的
國
家
權
カ

.
1あ
や

$

.
持
.ひ
も
.と
に
、へ'特
異

&
メ
ヵ)

ー
ズ
.
<を
通
じ
て
廣
沉

1食
チ
"
1プ

-*
レ
ー
バ
ー
を
搾
聰
ず
る
こ
と
欠

.ょ
つ
て
獨
古
利
潤
を
追
永
し

"て
き
た
の
\ 

.

.

.ダ
で
あ
：各
。：
後

進

管

本

が

先

進

國

と

の

競

霞

お

^
 ̂

ま

隹

か

：

か
る
メ
ヵ
..：
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で
.あ
り
、；
わ
が
國
の
獨
占
資

.本
が
存

- 

立
す
る
^
件
で
も
あ
る
。
#
つ
.て
、
.が
か
石
お
令
れ
た
：關
係
が
淸
掃

#
れ
れ
疼
つ
わ
が
國
獨
点
資
本

®

戰
後
の

.
• 

、

.經
爽
民
、電
が
形
骸
化
せ
し
め
ら
れ

^,
--
.
;
^
は
、
む
べ
な
：る

_か
が
で

#
る

.0
し
.か
も
中
小
業

#'
-^
生
業
_
小
生
產

#
、中

..

小
地
主

.や
中
農
；
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等
の
わ
が
國
民
の
非
常
に
廣
机
な
部
享
い
豚

.、.；あ
り
と

.あ
ら
ゆ
る
形
態
の

.和
小
；資
本
、
中
小
'赘
產
險
級
等
は
、
ま
た
實
に
最
も
忠
實
な 

'
:か
か
る
國
家
の
社
會
的
支
柱
で
も
あ
つ
た
の
：で
あ
る

。
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;
'
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.
下
請
制
は
か
か
右
全
體
一
の
太
ヵ
ー
マ
ズ
ム
の
中
に
お
資
本
が

'生
産
等
に
お
い
て
电
小
螢
本
を
收
奪
し>.そ
の
下
ぬ
水
け
る
チ.丨
' 

■'
-

■

プ
：.
レ
ー
バ
、丨
を
搾
仅
す
る
仕
組
で
あ
る
。
，
—
般
：に
、.へ
親
3:
場
菸
原
材
料
を
支
給
し
て
賃
加
本

ノ
く
も
戰
後
ま
で
は|

磺
付
料
の
.

支
給
は
必
ず
し
も
今
日
の.下
請
制
の
.

必
須
條
件
で
は-^
く
な
つ
て
き
て
い
る
。
今
日.，の

國

家
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占
資
本
主
義
の
體
制
的
壓
カ
の
下
に
お
：け
ば
、

•

.

原
材
料
.

の
：支
給
.

七
い
う
餌
を
與
え.
な
く
と
も
、

..：

仕
事
に
あ
ぶ
れ
た
中
小
ェ
業
は
下
請
關
係
：

に
追
込
ぞ
れ
ざ
る
を
得
な
い：
.？

•

:

.
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卞
請
卿
の
歷
史
的
原
型
ば
、_
屋
制
家
內
エ
業
、'あ
る
い
は
資
本
制
家
內
竣
働̂
呼
ば
れ
る
も
の
に
旧
出
さ
れ
る
。
资
本
制
家
內
勞
评 

と
い
y

.の
は
商
業
資
¥
 c

賢
占
資
本 >

；

が
小
營
業
.
支
配
す
.̂
五
つ
の
#.
;
風
擞
階
.の

:*
«
の
鼢
隞
で
あ
：つ
：て
、
：
小
營
業
は
商
人'に
ょ
づ
て
，
 

原
料
と
販
寶
の
_
市
場
が
^:
遮
斷
さ
れ
ク
商
人
：か̂.
-前
貸
さ
れ
：た.源
材
料
に
賛
抓
エ
1>
-
.て
.滴
人
に
.渡
す
賃
加
エ
者
に
す#
な
く
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人
は
單
に
流
通
過
程
で
：不
等
價
：交
換
を
迤
じ
.て
前
期
时
商
業
利
潤
を
收
め̂

^

0«'
け
.で
は
な
.く
な
々
、
へ
坐
產
過
程
の
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を
に
ぎ
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小
坐
產
苕
の
獨
立
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先
せ
し
め
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等
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事
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め
賃
勞
働
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:
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化
さ
毡
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剩
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働
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と
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_實
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產
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數
资
本
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な
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し
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近
代
的
產
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資
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自
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場
に
^

>
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賃
勞
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膨1>
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實
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狼
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が
ら
色』

ぎ
。ハ
歡
^ '
比

商

：人
と
ー
'の
間
の
木
導
價
交
換-
-
高̂

ぐ

原

材

料

や

ー

生

德

用

：名

龙

買

^
^
^

:

鼠

/"
:と
：

谷
1

か
ち
自
己
0
剩

餘

勞

働

啥

襲

出

來

ず:"
鏃
氣
し
フ
_
^

る
裒
林
料
の
#■
な
る
.賃
加
エ
翁
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實
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■̂-
ら
な
く
な
る
。
こ
ぅ
な
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と
小
生
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て
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立
悔
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■

•
.
.
市
場
の
鑛
大
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の
需
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小
生
產0.
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％
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本
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小
生
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薪
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中
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模
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あ
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應
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れ
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；
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.
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.
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請
せ
し
め
る
と'
い
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ご
と
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生
じ
て
來
る
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が
國
の
特
殊
鞲
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に
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ほ
へ
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洗
る
問
屋
«

■ 

等
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機
屋
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.
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あ
が
國
で
は
そ
の
資
本
主
義
發
展
：の
特
殊
性
か
ら

•

、
.

明
洽
中
期
一
般
民®

業
の
.

發
展
が
未
だ
低
い
水
準
に^:
つ
た
時
、
國
家
の
手
で‘ 

保
護
育
俄
さ
れ
た
特--
«

的
大
資
本
が
近
代
產
業
を
形
成
：じ
、
：
下

が

爸
.

般
產
業
が
電
カ'\
_

亂
紙
等
啥
導
入
；し
て
近
代
化
し
は
じ
め
た
大
芷
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初

期

に

は

早

ぐ
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上
：に
は
財
閥
と
い
ぅ
獨
占
形
態
が
で
き
て
へ
い
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。
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と
の
財
間
は
國
家
特
權.と
綠
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大
產
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融
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事
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ゆ
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面
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配
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；
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搾
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す
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.
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問
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な
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段
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節
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